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1. 平成27年3月期第1四半期の業績（平成26年4月1日～平成26年6月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第1四半期 4,067 13.4 1,022 27.2 1,003 30.1 604 36.4
26年3月期第1四半期 3,587 10.4 804 3.2 771 4.7 442 5.6

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第1四半期 31.54 ―
26年3月期第1四半期 24.08 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期第1四半期 33,353 14,057 42.1 733.90
26年3月期 32,292 13,645 42.3 712.37
（参考）自己資本 27年3月期第1四半期 14,057百万円 26年3月期 13,645百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
26年３月期期末配当金の内訳 普通配当８円00銭 記念配当２円00銭 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 8.00 ― 10.00 18.00
27年3月期 ―
27年3月期（予想） 9.00 ― 9.00 18.00

3. 平成27年 3月期の業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 8,020 9.0 2,025 16.4 1,985 17.9 1,080 18.0 56.38
通期 16,300 7.1 4,083 12.9 4,000 14.3 2,260 14.4 117.98



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期1Q 19,157,500 株 26年3月期 19,157,500 株
② 期末自己株式数 27年3月期1Q 3,383 株 26年3月期 3,089 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期1Q 19,154,196 株 26年3月期1Q 18,417,062 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信の開示時点において金融商品取引法に基づく四半期財務諸表レビュー手続きは実施中であります。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に与える不確実な要因に係る本資料発表日現在における仮定を前提としており、当
社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。今後様々な要因により大きく異なる結果となる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業
績予想のご利用にあたっての注意事項は、添付資料の２ページ「業績予想に関する定性的情報」をご参照下さい。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、消費税増税により一般消費者の消費活動に一部影響はあったもの

の、金融緩和政策、為替の安定、雇用環境の改善により緩やかな回復基調が持続されている状況であります。

 こうした経済環境のもとで、主力事業であるスポーツクラブ事業においては、「お客様の安全と健康を第一に考

え、楽しく快適な場所と時間を提供できる」店舗運営に取り組み、また、広告宣伝等の強化により新規入会促進に

努めた結果、既存53店舗の平均会員数は、前年同四半期と比べ増加しており、ホテル事業における既存５店舗の宿

泊稼働も順調に推移いたしました。

 一方、ＡＢホテル深谷の新規開発経費の計上、スポーツクラブ事業における広告宣伝強化、お客様満足度の向上

を目指し11店舗においてサウナ室の改修工事、水垢等のクリーニングを実施したことにより売上原価は前年同四半

期に比べ11.1％増加しております。

 この結果、当第１四半期累計期間における売上高は4,067百万円（前年同四半期比13.4％増）、営業利益1,022百

万円（同27.2％増）、経常利益1,003百万円（同30.1％増）、四半期純利益604百万円（同36.4％増）となりまし

た。

 なお、各セグメントの業績は次のとおりであります。

＜スポーツクラブ事業＞

 スポーツクラブ事業においては、既存53店舗の平均会員数が前年同四半期比3.4％増で推移しており、前事業年

度に開業した７店舗による増収効果を含め、売上高は3,290百万円（前年同四半期比11.5％増）となりました。

＜ホテル事業＞

 ホテル事業の当第１四半期末における店舗数は、平成26年６月に愛知県外初出店となる「ＡＢホテル深谷」を含

め合計８店舗となりました。

 ホテル事業における宿泊稼働率は平成26年６月17日に開業した「ＡＢホテル深谷」を除き88％と高稼働を維持し

ており、前事業年度に開業した２店舗による増収効果を含め売上高は417百万円（同48.6％増）となりました。

＜不動産事業＞

 不動産事業において展開する賃貸マンション「Ａ・Ｃｉｔｙ」等においては、第１四半期における入居率は98％

台と高い数値で安定しており、売上高は360百万円（同1.0％増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期末における総資産は、前事業年度末に比べ1,060百万円増加の33,353百万円となりました。

 主な要因は、現預金が256百万円、スポーツクラブ事業における集金代行業者からの入金が一部７月１日であっ

たことにより営業未収入金が282百万円、ホリデイスポーツクラブの建設仕掛及びＡＢホテル１店舗の出店等によ

り有形固定資産が363百万円それぞれ増加したためであります。

 負債総額は、前事業年度末に比べ648百万円増加の19,296百万円となりました。

 主な要因は、法人税等の納付により未払法人税等が557百万円減少したものの、ホリデイスポーツクラブの建設

仕掛及びＡＢホテル１店舗の出店等による設備投資資金として短期借入金が100百万円、長期借入金（１年内返済

予定を含む。）が871百万円、リース債務が139百万円増加したためであります。

 純資産につきましては、前事業年度末に比べ412百万円増加し14,057百万円となりました。

 主な要因は、利益剰余金の増加によるものであります。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年３月期の第２四半期累計期間及び通期の業績予想につきましては、平成26年５月８日公表の業績予想か

ら変更はありません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,728,487 4,984,526 

売掛金 57,224 56,333 

営業未収入金 144,645 426,779 

商品 3,851 7,621 

貯蔵品 40,455 39,038 

繰延税金資産 130,450 59,504 

その他 206,091 373,457 

貸倒引当金 △1,100 △3,000 

流動資産合計 5,310,105 5,944,261 

固定資産    

有形固定資産    

建物 27,444,746 27,831,451 

減価償却累計額 △9,236,773 △9,485,730 

建物（純額） 18,207,972 18,345,721 

構築物 2,039,802 2,059,695 

減価償却累計額 △1,305,647 △1,335,754 

構築物（純額） 734,155 723,941 

機械及び装置 787,483 787,753 

減価償却累計額 △378,600 △396,086 

機械及び装置（純額） 408,882 391,667 

車両運搬具 35,062 19,895 

減価償却累計額 △28,534 △8,994 

車両運搬具（純額） 6,527 10,900 

工具、器具及び備品 759,020 781,640 

減価償却累計額 △594,327 △610,443 

工具、器具及び備品（純額） 164,693 171,196 

土地 3,410,503 3,410,503 

リース資産 1,015,980 1,170,050 

減価償却累計額 △121,265 △137,058 

リース資産（純額） 894,715 1,032,992 

建設仮勘定 437,068 541,020 

有形固定資産合計 24,264,519 24,627,943 

無形固定資産 35,120 38,574 

投資その他の資産    

敷金及び保証金 1,614,974 1,652,186 

繰延税金資産 483,360 491,667 

その他 560,452 577,468 

貸倒引当金 △12,670 △12,600 

投資その他の資産合計 2,646,117 2,708,722 

固定資産合計 26,945,757 27,375,240 

繰延資産    

株式交付費 5,923 5,299 

社債発行費 31,080 28,815 

繰延資産合計 37,004 34,115 

資産合計 32,292,866 33,353,617 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(平成26年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 2,679 1,639 

短期借入金 － 100,000 

1年内償還予定の社債 638,200 701,200 

1年内返済予定の長期借入金 2,519,197 2,595,952 

リース債務 58,995 71,193 

未払法人税等 907,130 349,925 

その他 1,703,203 1,938,563 

流動負債合計 5,829,406 5,758,474 

固定負債    

社債 2,264,200 2,141,200 

長期借入金 7,626,480 8,421,505 

リース債務 862,501 989,669 

役員退職慰労引当金 888,190 901,090 

資産除去債務 242,645 258,138 

その他 934,335 826,309 

固定負債合計 12,818,352 13,537,912 

負債合計 18,647,758 19,296,386 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,580,817 1,580,817 

資本剰余金 1,444,167 1,444,167 

利益剰余金 10,623,000 11,035,635 

自己株式 △2,878 △3,390 

株主資本合計 13,645,108 14,057,230 

純資産合計 13,645,108 14,057,230 

負債純資産合計 32,292,866 33,353,617 
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（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

売上高 3,587,889 4,067,858 

売上原価 2,410,237 2,677,066 

売上総利益 1,177,651 1,390,791 

販売費及び一般管理費    

役員報酬 70,560 74,014 

給料 61,531 52,075 

支払手数料 46,948 48,874 

その他 194,439 193,211 

販売費及び一般管理費合計 373,479 368,176 

営業利益 804,172 1,022,615 

営業外収益    

受取利息及び配当金 1,695 2,157 

受取手数料 31,207 27,418 

雑収入 7,060 5,222 

営業外収益合計 39,963 34,798 

営業外費用    

支払利息 58,813 45,280 

雑損失 13,395 8,216 

営業外費用合計 72,208 53,496 

経常利益 771,927 1,003,917 

特別利益    

固定資産売却益 － 6,079 

特別利益合計 － 6,079 

税引前四半期純利益 771,927 1,009,997 

法人税、住民税及び事業税 277,081 343,178 

法人税等調整額 51,906 62,639 

法人税等合計 328,988 405,817 

四半期純利益 442,938 604,179 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（開示の省略）

 四半期キャッシュ・フロー計算書、セグメント情報、その他の注記事項、補足情報につきましては第１四半期決算

短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため記載を省略しております。
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